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三菱ケミカルホールディングス（三菱ケミカルホールディングス（MCHCMCHC））
 

事業事業再編・統合・公開買付説明会再編・統合・公開買付説明会
 ｰネットカンファレンスｰ

 　　　　　

 2007年2月8日（木）
 

株式会社三菱ケミカルホールディングス
 取締役常務執行役員　佐藤　隆一
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公開買付（ＴＯＢ）の概要公開買付（ＴＯＢ）の概要

ＭＣＨＣグループの機能材料分野を担う統合新社設立
 に向けた第１段階として、三菱樹脂の完全子会社化を
 目的として公開買付を実施する

買付予定株数　　現保有113,299千株（52.6%）を除く
　　　　　　　　　　　全株式101,769千株（47.4%）を対象

買付価格　　　　　410円／株

買付期間　　　　　2007年２月９日～３月１２日

買付人　　　　　　 三菱化学株式会社
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三菱樹脂

三菱化学ポリエステルフィルム

三菱化学産資

三菱化学ＭＫＶ

統合
 新社

これまで以上に幅広い

 分野でお客様の良き

 パートナーの役割を

 担える企業を目指す

お客様のニーズに

 よりスピーディーかつ

 的確にお応え出来る

 企業を目指す

三菱化学　機能材料事業

上記4社以外の機能材料本部所管グループ会社株式は、　

統合新社が保有する方向で、今後検討を行う　

統合新社統合新社



4

三菱ケミカルホールディングス（MCHC）
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統合新社

MCHCMCHCグループ（グループ（20082008年４月予定）年４月予定）

＊三菱樹脂グループ：ＭＰＩ
＊三菱化学ポリエステルフィルムグループ：ＭＰＦ　
＊三菱化学産資グループ：ＭＫＳ
＊三菱化学ＭＫＶグループ：ＭＫＶ
　　を以下各社の略号として使用します。
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機能材料　統合新社の概要機能材料　統合新社の概要

売上高＊　　　　：　 ３，８８０億円

従業員数 　：約 ６，８００名

社名（予定）　　：三菱樹脂株式会社

設立年月日（予定）　：2008年４月１日

* 三菱ケミカルホールディングス2007年３月期連結業績予想のうち、

 

機能商品セグメント

 機能材料の売上高予想値です。従って、統合新社設立時の数値を表したものではありま

 せん。
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統合新社設立までの予定統合新社設立までの予定

2007年　９月下旬　ＭＣＣが保有する三菱樹脂全株式を
　　　　　　　　　　　　　ＭＣＨＣへ移管する

2007年１０月１日　ＴＯＢにて全株式を取得出来なかった
　　　　　　　　　　　　　場合、三菱樹脂とＭＣＨＣとの間で
　　　　　　　　　　　　　株式交換を実施する
　　　　　　　　　　　　　→三菱樹脂は完全子会社となる

2008年４月１日を目処として、ＭＣＣが行っている
　機能材料分野の事業を含めて、機能材料事業子会社
　４社を統合し、ＭＣＨＣグループの機能材料分野を担う
　統合新社として再編・統合する予定
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１．成長戦略の遂行

　

　－成長対象事業の選別と重点的な資源投入

　－新商品化、新プロセス化、新ビジネスモデル化の推進

２．経営基盤の強化

３．ｸﾞﾙｰﾌﾟ総合力の強化

　

　－グループ経営の深化

　

　－グループ横断的な取組み

革進革進--Phase2Phase2計画の基本計画の基本方針方針

グループワイドでの事業戦略・展開の強化
グループ会社資本政策のグループ会社資本政策の検討検討

セグメントの括りの見直し

（（20042004年年1212月月77日革進ｰ日革進ｰPhase 2Phase 2　　ご説明資料から抜粋）ご説明資料から抜粋）
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グループ経営の課題グループ経営の課題

　石化等市況商品の業績変動の谷をいかに埋めるか
　事業成長の種をいかに継続的に生み出すか

　石化等市況商品の業績変動の谷をいかに埋めるか
　事業成長の種をいかに継続的に生み出すか

　市況商品の安定性を増す施策に着手
　機能商品・ヘルスケアの充実に注力

　機能商品、ヘルスケアが石化の業績変動を底支えできる力はついてきた

　しかし、まだ更なる強化や市況商品の構造改革等の努力は必要

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
革進－Phase2の目標は達成できると考えているが、グループの経営課題としては、

　　・石化や機能商品の一部など、市況の影響を受ける部分の業績変動の�　　　谷をいかに他の事業で埋めていくか

　　・谷を埋めるための、高付加価値な事業の種をいかに継続的に生み出�　　すか

の２つを認識している。



革進－Phase1、Phase2を通して行なってきた諸施策から、市況商品の変動をある程度押え、機能商品やヘルスケアで底支えする力はついてきたと言えます。しかしながら、まだ更なる強化、市況商品の構造改革が必要であり、今後とも手を緩めずに各種施策を推進してまいります。�
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石油化学
47%

機能商品
35%

その他
6%

その他
7%

ヘルスケア
30%

機能商品
46%

石油化学
17%

ヘルスケア
12%

2007年3月期予想

外円：　売上高

 

2兆6,000億円

内円：　営業利益　

 

1,270億円

売上高・営業利益の構成売上高・営業利益の構成

機能商品・ヘルスケアが収益を牽引

＜営業利益＞
機能商品のうち

 約半分が
 機能材料分野

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
この円グラフは、今年度予想のセグメント別内訳グラフです。

　・外は売上高、内は営業利益



売上高については、石化が約半分を占めているものの、営業利益は機能商品とヘルスケアで約80%を稼ぐ状況です。



今期に関しては、石化の寄与がトラブル等で圧縮されてしまい（トラブル・燃料のコストアップ等で約90億円ダウン）、このような構成となっていますが

過去、石化のフラクチュエーションは全社の業績にそのまま反映される構造でしたが、機能商品とヘルスケアで補える構造に変わってきています。（機能商品とヘルスケアで約1000億円の営業利益レベルへ）



今後は、更にこの2つの分野を強化し、また石化のフラクチュエーションを小さくする方向に持っていき、利益貢献度を高める方向に持っていくための諸施策をうってまいります。







�
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高分子加工

材料設計

 生産ﾌﾟﾛｾｽ設計

 評価・分析

 光学機能設計

 表面機能化

 複合材設計

 環境適合化

 金型設計

 　　　　・・ｅｔｃ．

情報電子・ＩＴ 自動車 生活関連環境・エネルギー

　　

三菱化学ポリエステルフィルム

三菱化学産資

三菱化学ＭＫＶ

金属樹脂複合材

 難燃性フィルム

 各種成形品

生分解性フィルム

 冷却塔・水槽

 各種パイプ

各種ポリエステル

フィルム

CFアーム

 CFロール
金属樹脂複合材

 コンテナバッグ
盛土補強材

 床暖房部材
アルミナ繊維

 炭素複合材

農業用資材 各種シート

 各種フィルム

三菱樹脂

技術プラットホーム

深絞包装用フィルム

 金属樹脂複合板

 エクステリア商品

機能材料分野の事業（現状：４社）機能材料分野の事業（現状：４社）

各種ポリエステル

 フィルム

塗装代替

 フィルム
各種フィルム
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１．機能材料分野のお客様のニーズは
 　　多様化・高度化・複合化している

２．競争環境は今後更に激化していく
 　　と予想

お客様のニーズに、より的確かつタイムリーにお応えす
 るために、事業展開力・課題解決力を一層強化する

統合の意義統合の意義

統合新社設立
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高分子加工

材料設計

 生産ﾌﾟﾛｾｽ設計

 評価・分析

 光学機能設計

 表面機能化

 複合材設計

 環境適合化

 金型設計

 　　　　・・ｅｔｃ．

技術プラットホーム

機能材料分野の事業（統合新社）機能材料分野の事業（統合新社）

情報電子・ＩＴ 自動車 生活関連環境・エネルギー

生分解性フィルム

 冷却塔・水槽

 各種パイプ

各種ポリエステル

 フィルム

CFアーム

 CFロール
金属樹脂複合材

 コンテナバッグ
盛土補強材

 床暖房部材
アルミナ繊維

 炭素複合材

農業用資材 各種シート

 各種フィルム

深絞包装用フィルム

 金属樹脂複合板

 エクステリア商品

塗装代替

 フィルム

金属樹脂複合材

 難燃性フィルム

 各種成形品

各種フィルム

各種ポリエステル

 フィルム



14

金属樹脂複合材

高度成形品

高機能フィルム

加工組立品

事業展開力・課題解決力の強化事業展開力・課題解決力の強化

アルミナ繊維アルミナ繊維

 炭素繊維炭素繊維

開発力・提案力・事業ノウハウ

 高度生産技術・材料設計技術

 グローバル展開力等の充実強化

自動車

生活関連

環境・エネルギー

統
 合
 新
 社

情報電子

 　　　ＩＴ

幅広い産業界のお客様の課題に

 お応え出来る企業を目指す

商
 品
 化

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
いろいろ申し上げましたが、機能商品セグメントは技術革新と商品革新のために日々まい進しております。



もう少し、具体的に申し上げますと、



　・既存の集中事業の更なる強化・拡大とともに、

　・蓄積してきた各種技術の複合化による新商品や事業の育成　（⇒の部分）

　・次世代大型事業群（育成事業のこと）に向け



R&Dもこの革進-Phase2期間に1000億円をかけ鋭意展開中です�
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連結営業利益

Ｒ
Ｏ

Ａ ＭＰＩ

新社

 2008

ＭＫＳ

ＭＫＶ

ＭＰＦ
統合新社の目標

統合新社の成長性と収益性－１統合新社の成長性と収益性－１

お客様のニーズによりスピーディーかつ
 的確にお応え出来る企業を目指す
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営業利益は、500億円以上を目指す。
　　　　　　(2007年3月期予想、260億円）

統合新社の成長性と収益性－２統合新社の成長性と収益性－２

シナジー効果を生かし売上規模5,000億円へ

連結売上高

　
 

ＭＰＩ

　2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2007年3月期予想 統合新社の目標

　１,000

　0

億円

3,880

5,000

　

　
 

ＭＰF

ＭＫＳ
ＭＫＶ

他
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本説明会および本資料における見通しは、現時点で入手可能な情報に

 より当社が判断したものです。実際の業績は様々なリスク要因や不確実

 な要素により、上記業績予想と大きく異なる可能性があります。

当社グループは石化製品、炭素・無機製品、情報電子関連製品、医薬

 品、樹脂加工品等、非常に多岐に亘る事業を行っており、その業績は

国内外の需要、為替、ナフサ・原油等の原燃料価格や調達数量、製品市

 況の動向、技術革新のスピード、薬価改定、製造物責任、訴訟、法規制

 等によって影響を受ける可能性があります。但し、業績に影響を及ぼす

 要素はこれらに限定されるものではありません。
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参考資料
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(*)上記、連結従業員数、連結売上高は、2007年３月期業績予想の各社連結概算値です。

社名 三菱樹脂株式会社
三菱化学ポリエステル

フィルム株式会社
三菱化学産資株式会社

三菱化学エムケーブイ
株式会社

設立年月日 昭和18年1月15日 昭和50年5月8日 昭和51年9月21日 昭和58年9月22日

本店所在地 東京都千代田区丸の内 東京都港区芝 東京都千代田区丸の内 東京都港区芝

代表者（社長） 神
かん

尾
お

　章
あきら

矢野
や の

　彰
あき

 毎
かず

瀬川
せ が わ

　正
まさ

 身
み

近藤
こんどう

　和
かず

 利
と し

連結従業員数(*) 約3,600名 約1,800名 約700名 約400名

連結売上高(*) 約1,900億円 約900億円 約500億円 約400億円

各社の概要
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